























nCO + 2nH2 →（CH2)n + nH20 (1) 
CO+ 2H2 → CH30H (2) 























































Table 1 Performance of Capsule Catalyst on FT Synthesis 
CO Conv. Selectivity I % 
Catalyst Ciso I Cn ** 









l .OMPa; 533 K; W悶t!F(CO+H2)= 5 gh/mol 
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Fig.2 Hydrocarbon Distribution 
考えられる。 Ciso/Cnがカフ。セル触媒で、高かったのも，生成する炭化水素は全てゼ、オライトの
細孔を通るためと推察される。
2 DME直接合成用カプセル触媒の合成 Table 2 Performance of Capsule Catalyst on Diect DME Synthesis 










L. Amount/wt% CO C02 Total 









58.1 ・3.3 49.7 
27.6 -20.8 21.0 





3.0%, CO 32.6%, C02 5.2%, H2Balance. 
Table 3 Products田lecti羽t:l(%) of Direct DME S~thesis 
Catallst CH4 Czlも C3時 MeOH DME 
ICI 0.8 0.4 0.1 97.4 0.3 
Physical mixture 
0.3 0.2 0.1 57.3 40.5 
HZSM-5/ ICI 
Capsule 
0.0 0.0 0.0 21.4 78.6 
HZSM-5/ICI 
C4H10 
1.0 
0.3 
0.0 
してから， HZSM-5膜を調製し，カフ。セル触媒を合成した。 Tables2と3にDME合成の反応
結果を示す。比較のため， ICI触媒及びICIとHZSM-5を混合した物理混合触媒の反応結果も
示す。今回の反応条件では， ICI触媒の総炭素転化率は41.5%と高く，ほぼ選択的にメタノー
ルを生成した。カフ。セル触媒で、は総炭素転化率は21.0%と低下したが 目的とする DMEの選
択率は 78.6%と，物理混合触媒の 40.5%よりもはるかに高かった。カフ。セル触媒のシリカアル
ミナ比が物理混合触媒よりも高いことから，酸性度は物理混合触媒よりも低い事が分かるが，
DME選択率は高かった。これはカフoセノレ触媒で、は，生成する全てのメタノールはゼオライト
の細孔を通って脱水反応を受けるのに対して，物理混合触媒ではメタノールは拡散によって
のみゼオライトの細孔に入札脱水反応を受けるため，一部のメタノールしか脱水反応を受
けないため，カフ。セル触媒の方が DMEの選択率が高くなると考えられた。
3、プロジェクト成果
以上のように， f3－ゼオライト膜を持つカフ。セル触媒は，一段階の FT反応でガソリン留分
に相当する軽質分校炭化水素を高い収率で生成した。また， DMEの直接合成用のカフ。セル触
媒でも， DME選択率が高く，すぐれた触媒であることも分かつた。この触媒を工業用触媒と
して，実用化に向けての研究を，行う予定である。カフ。セル触媒で、は，シェル部分の触媒が
持つ触媒作用及び，形状選択的作用を，物理混合触媒よりも強く受けることが明らかになっ
たため，コア，シェル部分の触媒を適切に選択し，更に高活性な触媒開発を行いたい。
4、プロジェクト成果の応用・効果・構想
今回開発した8岨ゼオライト膜を持つカプセル触媒は一段階の FT反応で，ガソリン留分に
相当する軽質分枝炭化水素を高い活性で合成することが出来た。また， DMEの直接合成も高
い選択率で，行うことができることが分かつた。これらの触媒の工業化に向けて企業と共同
研究を行い，商品化を行いたい。原油価格が高騰する現在，実質的に炭酸ガスを出さないバ
イオマスから合成ガスを経由してガソリンやDMEを直接合成することで，ビジネス的にも大
変有意義である。環境とエネルギ一両方とも大きな市場がある。
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